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「ベータ値検索」

上昇相場において、日経平均より上がる銘柄を探す方法の１つとしてベータ値検索があ
ります。

ベータ値とは・・・

「市場全体（つまり株価指数）に対する、各個別銘柄の株価の感応度をいいます。つま
り、日経平均株価やＴＯＰＩＸといった株価指数が１％動いたとき、個別銘柄が何％動
くかを示したものです。

例えばＴＯＰＩＸを基準とした場合、ベータ値が１の銘柄は、ＴＯＰＩＸが１％上昇
すると１％上昇、ＴＯＰＩＸが１％下落すれば１％下落というように、ＴＯＰＩＸと同
じ値動きをすることを表します。

ベータ値が２の銘柄は、ＴＯＰＩＸが１％変動するとその２倍の２％変動することを
表し、ベータ値が０．５の銘柄は、ＴＯＰＩＸが１％変動するとその半分の０．５％変
動することを表します。

なお、ベータ値がマイナスになる銘柄も時折あります。これは、ＴＯＰＩＸが下落す
ると逆に上昇するといった、ＴＯＰＩＸと逆相関の関係を有する銘柄です。」

ベータ値解説サイトより

https://media.rakuten-sec.net/articles/-/2819

■絞り込み検索 ２１．ベータ値

基本、基準銘柄には日経平均、ＴＯＰＩＸなどを採用

基準銘柄に比べ１．５倍動く設定
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■ベータの周期

あまり短くしても意味はないと思います。

日足で周期２０なら、過去２０日の間だけ、日経平均と似ている、より上昇している、
としか判断しません。

日足チャートをみてある程度長期間、日経平均と同じ動き、またはより動いているとい
う設定をしたほうがいいと考えます。

月足で２０１３年以降 アベノミクス以降の値動きで判断する場合

周期２５０
周期２０

周期１４５
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月足で２０１３年以降 アベノミクス以降の値動きで判断する場合

直近ではなく、過去の日で検索 ２０２０年１２月

いつの検索日でも固定の周期を使う場合

週足 周期１００ 直近が検索日

この間の日経平均を基準とする

周期９５

周期１００
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ここが検索日

この間の日経平均を基準とする

採用する周期によって、当然ながら日経平均の値動きが違う。

チャート表示している期間内全てを基準としたい場合

週足 周期２９０

この間の日経平均を基準とする

※ＭＳ－ＤＯＳ版のＪＰ法ソフト（スーパー名参謀）時は、周期は常に全期間を採用し
ていました。周期入力項目がありませんでした。

周期１００

周期２９０
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どのくらいの周期を使うかは、ご自身の考え方次第です。

基準銘柄のチャートをみて、どのくらいの期間を採用するのか決めましょう。

日経平均３ヶ月くらいの値動きを見るのであれば日足で周期「６０」

ベータ値を解説しているサイトを見てみると、決まった周期はなさそうです。

■例． 週足検索 周期が１００ ※１００週の値動きを基準とする

基準銘柄の１．５倍以上、同方向に動く。

日経平均が１００円上昇するなら、１５０円以上、上がる銘柄

日経平均が１００円下降するなら、１５０円以上、下がる銘柄

日経平均１％の値動きに対して、１．５倍以上＝１．５％以上動く設定
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検索種別・日付

検索結果

より詳細な検索結果は、[C:\WinJPDta\21.ベータ値.csv]
に入っています。
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EXCELから表示 C:¥WinJPDtaフォルダ内、21.ベータ値.csvファイル

これらは、２倍となっているはずですが、小数点以下の株価の事もあり、１．９倍と
なっています。
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逆に動く検索 ベータ値にマイナスを採用

基準銘柄の１．５倍以上、反対に動く。

日経平均が１００円上昇するなら、１５０円以上、下がる銘柄

日経平均が１００円下降するなら、１５０円以上、上がる銘柄

検索結果
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検索が前後しますが、ベータ値の検索をする前に、「５．株価指定」を使い周期をさか
のぼった時、上場している（株価が０ではない）銘柄を選択しておいて下さい。

今回だとベータ値で週足 周期１００です。

１００週前に上場している銘柄をあらかじめ選んでおきます。

これをしないと、過去の株価が０の場合、正しい結果が得られません。

■検索前準備 ６．株価指定

株価が０でない銘柄
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ベータ値の周期分、さかのぼる 今回は１００

この検索をしておかないと、下記のような銘柄が合格してしまう。

この時、まだ上場していない

周期１００
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基準銘柄と値動きが似ている

基準銘柄の０．９８倍～１．０２倍 上下２％以内

日経平均が１００円上昇、下降するなら９８円から１０２円の値動き

検索結果
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EXCELで表示

日経平均が基準なので、ベータ値は「１」
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日経平均に買いサインが点灯、さて個別銘柄で何を買おうか・・・。

手っ取り早いのは日経平均レバレッジですが、個別銘柄であれば、今回紹介したように
ベータ値を使い、より動く銘柄を仕掛けてもいいでしょう。

ただベータ値が高いと、それは値動きが荒い事を表していますから、日経平均が下がっ
た時に、より大きく下落します。

ハイリスク・ハイリターンといったところ。

それを追求しないであれば、日経平均と同じ値動き、ベータ値「１」近辺の銘柄を仕掛
けるのがいいでしょう。

２月４日に買いサインが点灯したとして、

昨年８月の暴落以降、の値動きから日経平均より動く銘柄を探す

日経平均日足チャート

先にあげたベータ値解説サイトによると、

高ベータ値の銘柄は、市場全体が上昇基調にあるときはより大きく上昇しますが、逆
に市場全体が下落基調に転じると、より大きく下落します。

したがって、損切りをしっかり行わないと、投資タイミングによっては買い値を大き
く下回り、多額の含み損を抱える結果となりかねません。高ベータ値の銘柄ばかりを信
用買いしていると、追い証が発生することも十分に考えられます。損切りを適切なタイ
ミングで行えない方は、高ベータ値の銘柄は避けた方が無難です。

また、高ベータ値の銘柄の多くは、業績が大きく変動することから、株価も右肩上が
りの上昇とはならず、上下に大きく変動します。そのため、長期保有が不向きです。買
った後いつまでも保有を続けていると、せっかくの大きな利益を取り逃がしてしまうど
ころか、その後の下落で含み損に転じてしまう恐れもあります。上昇トレンドで買い、
下降トレンドに転じたら売る、というように、株価のトレンドに従った売買を心掛ける
ようにしましょう。

周期１２１
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検索日 ２月４日

検索結果
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除外

それぞれの日足チャートを見てみると、様々です。上昇しているものもあれば、保ち合
い、または下降とバラバラです。

ベータ値の数値で判断するなら、大きい順ですが、日足チャートを見てみると、直近で
上昇している、、または保ち合っている銘柄を仕掛けたいところ。

基準銘柄ですが、日経平均は値動きが荒いので、ＴＯＰＩＸのほうが良さそうに思えま
す。

基準銘柄を日経平均にするなら、個別銘柄の選別で、全銘柄からではなく、２２５採用
銘柄から、ベータ値の高い順を選ぶ方法も勝負としては面白いでしょう。


